
高
梁
の

近
代
化
遺
産
⑭「小型停車場本屋標準図」の「第１號型」に近い方谷駅本屋。窓枠と窓の配

置が開業時の姿とは異なりますが、漆
しっ

喰
くい

と下
した

見
み

板
いた

張
ば

りの外観、石を縦
たて

羽
ば

目
め

に
張り込んだ腰部分はオリジナルだと思われます。

伯
備
線
方
谷
駅
（
中
井
町
西
方
）

　

鉄
道
の
駅
名
に
は
駅
を
置
く
地
名
を
充
て
ま
す

が
、
地
域
を
代
表
す
る
施
設
名
な
ど
に
由
来
し
た
例

も
あ
り
ま
す
。
伯
備
線
木
野
山
駅
、
山
陽
線
金
光

駅
、
津
山
線
法
界
院
駅
、
誕
生
寺
駅
、
吉
備
線
吉
備

津
駅
や
姫
新
線
岩
山
駅
な
ど
は
寺
社
名
に
拠よ

っ
た

例
。
井
原
鉄
道
吉
備
真
備
駅
と
早そ

う

雲う
ん

の
里
荏え

原ば
ら

駅
、

智ち

頭ず

急
行
線
宮
本
武
蔵
駅
は
歴
史
上
の
人
物
を
駅
名

と
し
た
例
で
す
。
伯
備
線
方
谷
駅
は
、
駅
予
定
地
付

近
に
山
田
方
谷
の
長
瀬
塾
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
命
名

さ
れ
た
と
す
る
説
が
有
力
で
、
人
名
駅
の
嚆こ

う

矢し

だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伯
備
南
線
第
６
工
区
木
野
山
・
方
谷
間
延
長
９
・

12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
大
正
14
年
11
月
１
日
に
工
事

着
手
。
西
本
健
次
郎
が
請
け
負
い
、
昭
和
３
年
３

月
７
日
に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
ま
し
た
。
当
初
請
負
金
額
は

69
万
９
８
０
０
円
。
竣
工
金
額
は
83
万
５
０
０
０
円

で
し
た
。
工
事
区
間
に
は
ふ
た
つ
の
隧ず

い

道
と
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
う４

箇
所
が
あ
り
、
地
質
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

な
箇
所
や
隧
道
予
定

地
の
地
質
が
硬
か
っ
た
た
め
工
事
の
遅
れ
が
懸
念
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
期
限
の
46
日
前
に
無

事
開
通
し
ま
し
た
。

　
『
伯
備
線
建
設
概
要
』
に
よ
る
と
、
方
谷
駅
に
は

本ほ
ん

屋や

35
・
６
坪
、
物
置
及
び
燈
室
３
・
75
坪
、
向
乗

降
場
待
合
所
６
・
６
坪
、
貨
物
上
家
12
坪
、
信
号
機

上
家
１
・
１
坪
、
簡
易
浴
場
１
・
５
坪
が
置
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
便
所
１
棟
、
転て

ん

轍て
つ

小
屋
２
個
所
も
設
け

ら
れ
、
工
事
費
は
１
万
６
４
４
円
５
銭
で
し
た
。

　

鉄
道
省
は
大
正
末
期
か
ら
建
物
の
規
模
・
設
備
の

標
準
化
を
本
格
化
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
４

年
に
建
物
施
工
の
基
本
を
示
す
「
建
物
標
準
示し

方ほ
う

書し
ょ

」
を
、
昭
和
５
年
に
は
達
第
８
７
５
号
「
小
停
車

場
本
屋
標
準
図
」
を
通
達
し
ま
し
た
。
方
谷
駅
は
、

伯
備
線
が
全
線
開
業
し
た
昭
和
３
年
10
月
25
日
に
開

業
。「
小
停
車
場
本
屋
標
準
図
」
が
通
達
さ
れ
る
前

の
完
成
で
す
が
、
同
図
「
第
１
號ご

う

型
」
の
寸
法
、
配

置
と
ほ
ぼ
一
致
し
ま
す
。

　

駅
務
室
の
井
倉
方
に
は
「
第
１
號
型
」
に
は
な
い

張
り
出
し
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
部
分
は
後
年

の
増
築
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
方
谷
駅
と

同
じ
年
に
開
業
し
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
因
美

線
美み

ま

作さ
か

滝た
き

尾お

駅
本
家
は
、「
第
３
號
型
」
と
ほ
ぼ
一

致
し
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
当
時
す
で
に
標
準
図
は
ほ

ぼ
大
成
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

方
谷
駅
は
、
美
袋
駅
と
並
び
伯
備
線
開
業
当
時
の

佇た
た
ず

ま
い
を
残
す
貴
重
な
鉄
道
遺
産
で
す
。
駅
名
に

も
歴
史
的
な
背
景
が
あ
り
ま
す
。
高
梁
川
の
流
れ
に

耳
を
傾
け
、
等
高
線
に
沿
っ
て
山
襞ひ

だ

を
縫
う
よ
う
に

走
る
列
車
の
響
き
に
耳
を
澄
ま
せ
、
木
造
駅
舎
の
持

つ
あ
た
た
か
さ
に
触
れ
て
み
る
の
も
悪
く
あ
り
ま
せ

ん
。

（
文
・
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
・
小
西
伸
彦
さ
ん
）

切妻屋根の入口の柱と破
は

風
ふ

部分には独特
の装飾が見られます。方谷駅のプラット
ホームは本屋よりも高い位置にあり、駅
前後の線路は花

か

崗
こう

岩
がん

を積み上げた擁
よう

壁
へき

の
上にあります。鉄道用地の確保と難工事
の跡を窺

うかが

い知ることができます。
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